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徹
底
検
証
！

　
　
　
市
税
の
使
い
道

薬王寺の山門は「遺堰記念門」と
称し、二の宮尊徳（金次郎）の遺
業を後世に伝え恩徳に報いるべく
大正７年に再建されました。
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　９月に桜川市議会が改選とな
り、18名の議員が選ばれまし
た。各常任委員会の人選も決ま
り、新たに議会広報特別委員会
のメンバーが選出されました。
　今回、委員長の大役をお受け
することになりました。市民の
皆様に、市議会の内容が少しで
もわかりやすく伝わるように、
精一杯努力していきます。どう

ぞよろしくお願いいたします。
　年末になり、何かと忙しい季
節となりました。寒さも一層増
してきましたので、お身体にく
れぐれもお気をつけてお過ごし
ください。　

議会日誌編集後記

萩原剛志

　９月
  24 日 議員懇談会
 26 日 議会全員協議会
 26 日 第３回臨時会

10 月
    ９日 議会運営委員会
   ９日  議会全員協議会
 14 日～ 24 日 第３回定例会
  17 日 議会広報特別委員会 
 20 日 総務常任委員会
 20 日 文教厚生常任委員会
 20 日 建設経済常任委員会
 21 日 文教厚生常任委員会
 28 日 岩手県金ケ崎町議会行政視察来庁
 30 日 群馬県玉村町議会行政視察来庁

11 月
 17 日 会津若松市議会行政視察来庁
 21 日 議会広報特別委員会
 26 日 議会運営委員会
 26 日 議会全員協議会
 26 日 第４回臨時会
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